
関の「文化財」を紹介します。

その29

照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313

5251

　刀身に「八
はちりゅうきしんかねあき

竜寄進兼見」とあり、天文年間（1532―
1555）に、関鍛冶刀工の一人である兼

かねあき

見が貴船神社に
寄進した、長さ 78.3㎝もある大型のものです。銘に「守」
の 1 字が判読でき、備中国（岡山県）鍛冶職人「守

もりつぐ

次」
の作であることがわかります。
　この刀がどのような経緯で関市にもたらされたものかは
わかりませんが、関鍛冶の歴史を考える上で貴重なもの
です。

　刀身に「八
はちりゅうだいぼさつ

龍大菩薩」、表銘「丹
たんばのかみふじわらてるかど

波守藤原照門」、裏銘「寛文七
年正月吉日」があり、寛文 7 年（1667）に江戸時代前期の関鍛冶
代表刀工である照門が貴船神社に奉納した長さ 36.4㎝の脇差です。
　照門は関鍛冶の総氏神である春日神社にも刀を奉納しています。

51

52

太刀―刃渡り2 尺（約 60㎝）以上で、刃を下にし
て緒

お

で腰からぶら下げるものを指します。

脇差―武士が腰に差す大小 2 刀のうち、小刀のことをさし
ます。長さは刃渡り1 尺（約 30cm）以上 2 尺（約 60cm）
未満のものを指します。

貴船神社へ　長良川鉄道・刃物会館前駅から徒歩約 10 分
　　　　　　東海北陸自動車道関 IC から車で約 10 分

豆知 識

豆知 識

※○51 、○52ともに公開はしていません。
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